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今
同
の
地
震
は
膝
下
杢
般
に
強
震
を
戚
じ
各
地
棚
上
の
物
の
落
下
、
器
内
の
水
溢
れ
、
振
子
時
計
止

b
墜
に
亀
裂
ど
生

じ
又
は
剥
落
し
甚
し

3
は
家
屋
移
動
せ
る
所
も
あ
b
，
殆

p

九
ど
殿
下
到
る
所
軟
弱
な
る
土
地
に
は
地
磐
に
亀
裂
を
生
じ
崖

崩
れ
等
あ
λ

リ
て
去
る
大
正
十
三
年
一
月
十
五
日
朝
の
同
じ
く
丹
津
山
棄
を
震
央
と
せ
る
裂
震
に
次
で
の
強
さ
地
震
な
b

。
込
J
U

従
て
其
震
域
も
庚
大
に
し
て
関
東
地
方
、
中
部
地
方
の
一
部
に
強
震
を
停
へ
、
東
北
地
方
南
部
近
畿
地
方
及
び
北
海
道

の
東
部
に
百
一

h
て
有
戚
受
の
地
震
を
戚
ず
。
此
有
戚
区
域
は
中
央
気
象
憂
の
調
査
に
よ
る
に
長
宇
径
三

O
O
粁
一
知
学
径
一

二

O
粁
に
建
せ

b
。

営
所
の
地
震
気
象
は
各
種
地
震
計
と
も
主
要
部
に
入
ι
ソ
て
描
針
外
れ
明
瞭
を
歓

3
た
る
も
互
に
補
紋
験
測
の
結
果
次
の

女日
し
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時
午
前
七
時
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十
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分
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五
秒

初
期
微
動
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績
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初
動
及
其
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回
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五
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五

主
要
勃
の
初
動
の
方
向
と
大
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西
九
度
北
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八

O
O
O
ミ
ク
ロ
ン
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震
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時

間
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度

性
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強

震

ハ

五

)

念

震

央

積
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を

距
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凶

北

西

四

十

冗

粁

丹

津

山

議

北

西

部

強
震
の
前
後
今
同
の
震
央
地
附
廷
は
迂
京
市
屡
々
局
後
性
地
震
を
殺
し
、
同
地
方
鳥
屋
観
測
所
よ

b
の
報
告
に
よ
れ
ば

四
月
以
降
増
税
放
し
五
月
に
中
絶
し
て
六
月
よ

b
再
び
念
増
せ
し
た
め
常
に
注
意
を
抑
ひ
っ
、
あ

b
し
に
途
に
今
同
の
強
震

を
殺
す
る
に
至

b
，
其
直
後
四
同
の
徐
震
を
伴
ぴ
八
月
以
後
も
猶
ほ
哀
へ
、
ぎ
る
殺
震
同
数
を
一
不
し
っ
、
ぁ

b
。
本
年
一
月

よ
h
十
月
ま
で
烏
屋
観
測
所
に
於
け
る
地
震
同
教
は
次
の
如
し
。
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管
内
地
震
報
告

今
同
の
地
震
に
就

3
管
内
観
測
所
よ
b
の
報
告
は
次
の
如
し
。
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前
記
報
告
に
よ
る
に
管
内
各
地
の
主
要
動
の
震
動
方
向
は
震
央
附
近
よ
b
内
陸
一
般
に
南
西
又
は
北
京
に
動
さ
℃
略
ほ

震
央
に
直
角
に
現
れ
相
模
湾
沿
岸
に
て
は
南
東
又
は
南
に
動
き
て
震
央
と
反
封
の
向

3
に
現
れ
た
b
o

叉
青
山
、
鳥
居
、
中
野
、
大
山
及
び
松
田
は
震
央
を
国

U
近
接
地
に
し
て
震
動
殊
に
烈
し
く
、
産
山
朋
れ
、
井
水
の
濁
'
夕
、

地
磐
の
亀
裂
等
顕
著
な
る
愛
化
を
件
ぴ
且
つ
数
同
の
徐
震
を
戚
じ
た
h
j
o

出
張
踏
査
報
告

川
名
投
手
調

一
、
鳥
尾
村

1 

鳥
屋
村
宮
の
前
(
駐
在
所
巡
査
談
)
敵
味
震
前
足
下
に
於
て
ゴ
!
と
云
ム
地
鳴
あ
b
て
震
動
方
向
は
東
西
に
強
く
余
震

も
二
三
岡
戚
じ
矢
張
b
皆
地
鳴
を
伶
ふ
c

棚
上
の
書
類
は
皆
落
下
し
机
上
に
あ
b
し
金
魚
入
れ
の
水
が
西
側
に
の
み
溢
れ
し
と
云
ふ
。

時
青
の
原
よ
b
鳥
居
に
・
来
、
た
b
し
血
一
民
夫
の
談
に
よ
れ
ば
途
中
墓
石
が
倒
れ
た
る
も
の
あ

b
叉
畑
の
甘
薯
や
ト
タ
モ
ロ
コ
一

ジ
を
植
え
た
る
院
が
震
動
の
翁
め
卒
に
攻

b
し
所
あ
'-0

・
J

し
由
に
て
砂
田
方
よ
λ
y
青
の
原
方
面
震
動
強
か

b
し
裁
な

b
と

四
七
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2
宮
の
前
巡
査
駐
在
所
の
一
長
に
架
す
る
宮
下
橋
の
東
側
の
扶
約
四
尺
積
石
崩
壊
す

3 

鳥
居
紳
枇
境
内
に
あ
る
石
標
(
墓
石
二
尺
角
)
北
よ
'9
西
へ
約
一
度
五
づ
れ
る
、
同
境
内
の
小
さ
な
石
燈
館
二
個
倒

る
方
向
一
つ
は
南
東
一
つ
は
北

4ム

同
神
枇
前
の
井
戸
(
水
面
温
深
さ
約
二
問
)
は
地
震
直
後
水
白
く
濁

b
た
る
由
翌
廿
八
日
も
命
多
少
、
濁
ι
リ
気
味
あ

b
叉
前
に
在
る
川
の
水
も
殺
震
後
薄
く
濁
'
夕
、
た
る
由
な
る
も
廿
八
日
に
は
別
に
異
常
を
認
め
ず

5 

字
谷
戸
に
て
農
夫
の
談

稜
震
直
後
よ

b
田
及
堀
の
水
量
著
し
く
増
加
し
堀
な
芝
殺
震
前
・
水
の
な
か
λ

リ
し
も
の
が
念
に
流
れ
る
、
様
に
な
る
翌

日
も
水
量
命
ほ
減
ぜ
ぬ
と
一
去
ム
水
の
色
に
は
異
常
も
ど
認
め
ず
.
震
動
は
大
な

b
し
も
時
間
短

3
A局
め
大
正
十
三
年
一

月
十
五
日
の
も
の
に
は
及
ば
ず
亀
裂
等
な

3
由

一
一
、
コ
プ
ゲ
木
村

時
計
は
止
弐

b
し
も
棚
の
上
の
物
品
は
落
下
せ
ず
白
働
車
待
合
所
の
煉
十
九
造
の
竃
南
側
の
角
破
損
せ

b

振
動
方
向
南
1

北

三
、
城
山
の
裾
串
川
に
沿
ム
道
路
に
亀
裂
を
生
じ
叉
篠
原
に
で
も
道
路
氏
亀
裂
を
生
じ
た
る
由
聞
く

四
、
奥
瀬
町

時
計
は
止
'
り
た
る
も
棚
上
の
も
の
は
落
下
せ
ず
井
水
も
異
常
な
し
亀
裂
も
認
め
ず

桂
北
小
問
中
枚
、
の
向
側
山
大
正
十
二
年
に
崩
れ
し
個
所
が
今
同
多
少
バ
ラ
/
¥
崩
れ
し
由

五
、
中
野
町

中
野
警
察
署
の
東
側
の
窓
硝
子
一
枚
外
れ
か
、
る
中
野
警
察
署
調
町
内
陶
器
底
二
軒
商
品
破
損
損
害
二
十



五
同
位
土
戒
に
小
編
裂
を
生
ぜ
し
も
の
あ
b
。

根
小
屋

青
山
駐
在
所
管
内

;が

三
ケ
木

内
~gl~ 

牧
野

日
連

吉
野

}JJ 
尻

湘
南

奥
瀬

六
、
測
候
所

p p M p p p )1 M 

異
状
な
し
ハ
但
し
皐
校
庭
盛
土
に
亀
裂
)

豆
(
朕
な
し

y p 

(
但
し
駐
在
所
附
近
亀
裂
少
し
あ

b
)

)1 

(
但
し
道
路
面
少
し
亀
裂
あ
る
の
み
)

具
放
な
し

p y グp 

玄
関
入
口
の
壁
約
五
寸
巾
に
て
長
当
五
尺
貫
に
沿
ふ
て
剥
落
し
座
敷
八
段
の
北
及
両
側
の
小
壁
床
の
丙
及
南
側
に
は
鴨

二
銃
附
居
合
被
害

居
に
沿
ふ
て
小
亀
裂
を
生
ぜ

b
叉
墓
所
西
側
の
壁
の
下
部
板
間
に
沿
ふ
て
約
一
間
の
長
誌
に
亀
裂
す
便
所
は
北
側
の
問

壁
縦
に
約
六
尺
の
亀
裂
を
生
ず
。
(
第
一
国
家
」
照
国
中
波
綜
は
壁
の
亀
裂
せ
し
個
所
を
一
不
す
)

四
九
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横
演
測
候
所
は
横
潰
市
仲
恒
山
手
町
の
高
差
に
あ
り
市
の
東
阿
部
に
位
す
。
地
質
は
洪
積
-

三
居
に
し
て
丘
陵
の
上
に
位
す
る
故
、
地
震
動
に
針
し
て
は
市
内
の
一
般
神
積
倍
の
部
分
よ

り
準
か
に
堅
牢
な
り

ハ
中
央
気
象
墓
地
震
掛
詑
)

手首

技

手

調

1 

松
田
町

(
松
田
警
察
署
に
て
調
査
)
震
度
強
弱
の
弱
程
度
な
る
も
の
、
如
し
、
其
他
異
紋
現
象
な
し
。

村

管
内
よ
A
Y

の
報
告
(
調
査
後
測
候
所
に
到
着
せ
る
も
の
)
と
し
℃
「
非
戸
水
一
時
濁
A
Y
B

山
崩
等
あ

b
と
あ
る
も
調
査
中

此
の
如

3
現
象
を
聞
か
ゴ
b
き

石
碑
等
倒
壊
せ
る
も
の
更
に
な
か
'
9
3
0

秦
野
町
(
弱
震
)
(
警
察
談
)
時
計
止

b
人
は
戸
外
に
出
で
た
る
も
歩
行
者
に
は
知
ら
ゴ
る
も
の
多
し
。
被
害
異
常
現
象

2 3

・
伊
勢
原
町
弱
震
(
警
察
に
で
調
査
)
時
計
ば
止
歩
た
る
も
墓
石
石
垣
等
の
倒
壊
も
な
く
井
戸
水
に
も
猿
化
を
見
ず
、
其

他
地
震
の
潟
に
如
何
に
な
A
Y

た
h
と
も
思
は
る
、
も
の
な
し
，
大
正
十
三
年
一
月
の
よ

b
時
間
も
短
か
く
強
度
は
牛
分



に
建
せ
、
去
る
も
の
、
如
し
、
猶
被
害
な
し
。

4 

小
田
原
町

強
震
の
弱
程
度

井
戸
、
地
物
、
家
屋
等
に
何
等
被
害
な
く
，
且
つ
共
他
異
常
現
象
も
な
し
。
石
屋
の

数
個
の
石
燈
盛
時
も
倒
壊
せ
ず
、
サ
イ
ダ
ー
、
ピ

1
Y
等
陳
列
せ
る
も
の
L

中
倒
れ
日
9
3も
の
も
倒
れ
ゴ

b
し
と
、
最
も

不
安
定
な
る
も
の
L
移
動
せ
し
と
瓜
は
る
L
方
向
に
来
乃
至
来
北
京
よ
h-
西
乃
西
南
西
に
振
動
せ
し
と
思
は
る
、
も
の

あ
b
(
地
の
ヒ
ず
ワ
レ
一
も
叉
其
れ
を
詮
す
る
が
如
し
〉

5 

図
府
津

強
震
の

mm
程
度
の
如
し
v

別
段
滋
化
な
し
。

6 

大
磯
町

強
震
の
弱
性
質
稿
念
の
如
く
な
b
し
も
一
音
響
少
し
あ
b
，
直
ち
に
割
A
口
扱
く
最
初
の
振
動
(
人
勝
に
戚
ぜ

し
も
の
L
初
め
)
を
南
東
よ

b
戚
じ
た

b
.
一
度
止
む
様
に
見
え
た
る
も
後
大

3
く
振
動
せ
b
。
井
戸
、
地
形
、
家
屋

佐
一
守
其
他
異
常
記
事
な
く
，
又
市
中
に
も
枇
味
見
し
得
ら
れ
ゴ

b
3多
考
資
料
亦
然
A
Y
。

7 

強
震
の
弱
、
小
向
車
校
に
て
精
子
四
枚
其
他
某
家
に
硝
子
二
枚
破
損
し
時
計
止
b
人
皆
戸
外
に
飛
出
で
た
る

平
塚
町

も
傾
殺
せ
し
家
壁
の
落
下
せ
し
家
も
な
し
、
棚
に
あ
る
も
の
少
し
落
ち
た
る
も
の
あ

b
E
来
乃
至
東
北
東
よ

b
西
乃
至

西
南
西
に
最
も
大

3
く
振
動
せ
し
も
の
L
如
し
。
、
騒
に
て
若
姥
一
人
一
音
響
あ
b
と
云
へ
る
も
他
の
多
数
は
知
ら
ま
b
し

様
な
'
9
0

以
上
七
ケ
所
中
平
塚
町
に
於
て
僅
か
被
害
あ
ι
少
し
他
は
右
の
六
町
村
は
割
合
無
事
な

b
3
0
相
模
湾
沿
岸
地
方
は
駿
内

中
部
よ
ι
タ
強
旬
、
く
戚
じ
た
る
も
の
、
如
く
，
大
船
騨
ホ

1
ム
の
十
問
徐
石
の
突
出
し
た
る
姑
等
ょ

ρ
相
像
し
得
ラ
る
。

五‘一



昭
和
四
年
七
月
二
十
七
日
強
震
被
害
調

ま王

高

木

調

技

子巾川
T

A

ドロ

浅
間
山
崖
崩
市
内
中
医
弘
明
寺
続
演
高
等
工
業
向
車
校
巣
(
刊
南
一
州
方
)
浅
岡
山
北
面
の
崖
(
土
砂
採
切
跡
)
高
S
約
二

十
五
米
の
突
角
の
来
四
各
一
ケ
所
巾
一
間
科
崩
壊
す

1 

共
方
向
北
凶

O
皮
珂
及
南
凶

O
皮
束
な

b
。

牛
〆ι.j冶

(
第
二
関
多
照
)

弘
明
寺
町
堰
の
上
附
近
の
被
害
(
巡
一
夜
仮
出
所
に
て
の
調
)
附
廷
の
酒
向
氷
底
等
に
於
て
清
凶
，
ホ
安
凶
.
サ
イ
ダ
ー
瓶

2 

等
の
損
害
及
陶
器
庇
精
子
商
等
の
損
害
は
約
二
百
回
位
な
h
J
O

叉
ジ
ョ
ー
ク
イ
ン
ド

1
の
大
破
せ
る
も
の
一
軒
、
軒
の

3 

日
下
町
横
演
刑
務
川
附
近

傾
さ
し
も
の
二
戸
あ
れ
ど
も
潰
し
た
る
乙
と
な
く
直
に
復
葎
せ

b
。

同
所
敷
地
は
ふ
一
部
新
に
埋
立
て
た
る
も
の
な

b
し
翁
刑
務
川
及
官
合
の
塀
(
コ
ン
ク

y

ー
ト
)
に
泊
以
小
亀
裂
を
生
じ
官
合
の
煙
突
二
個
倒
れ
し
も
其
他
誌
し
た
る
被
害
な
く
滞
梁
ど
埋
立
て
た
る
個
所
に
は

縦
横
の
小
亀
裂
生
ぜ
b

4 

杉
田
及
八
幡
橋
附
近
(
杉
旧
駐
在
所
前
)
杉
田
に
は
泊
瓶
サ
イ
ダ
ー
等
の
被
害
の
外
お
し
た
る
乙
と
な

3
も
駐
在
所
内

南
東
方
の
壁
に
小
亀
裂
を
生
じ
附
近
の
理
立
て
道
路
に
も
小
亀
裂
を
生
じ
た

b
と
一
去
ム
。
叉
新
築
の
森
中
原
小
向
車
校
熔

接
室
の
壁
に
多
数
の
翁
r

裂
を
生
じ
た

b
と
云
ふ
。
命
同
地
方
は
大
震
営
時
も
被
害
は
至
つ
℃
軽
少
な
b
し
と
一
五
ム
，
同

駐
在
巡
査
の
談
に
依
れ
ば
八
幡
橋
附
還
ま
で
ジ
ョ
ー
ク
イ
ン
ド
大
損
害
を
受
け
し
庇
あ
λ

リ
と
云
ふ
。

5 

逗
子
町

一
逗
子
牒
東
方
踏
切
に
出
で
ん
と
す
る
道
路
北
側
民
家
一
義
に
小
屋
崩
れ
あ
ι
リ
約
束
南
東
に
土
塊
落
下
す



6 

逗
子
町
田
越
川
北
岸
一
一
夜
紳
亭
東
隣
の
川
沿
ひ
の
石
垣
に
巾
約
三
尺
程
の
亀
裂
生
ず
其
方
向
南
四
度
来
な
A
Y
披
露
山
に

は
異
常
な
し
と
。

7 

葉
山
町

警
察
署
西
側
及
南
側
の
壁
に
亀
裂
多
し
、
階
上
貴
賓
室
も
同
様
な
れ
共
官
合
に
は
異
常
な
し
と
平
素
に
て

も
階
上
を
歩
行
す
る
と

3
は
階
下
に
て
は
震
動
を
戚
ず
る
粍
度
故
建
築
は
強
固
な
ら
ゴ

b
し
な
る
べ
し
と
。

御
用
邸
及
御
用
水
源
池
及
民
家
等
に
は
異
常
な
し
。

8 

鎌
倉
材
木
股
の
葵
庇
某
方
の
薬
品
顛
落
後
火
し
大
事
に
至
ら
ん
と
せ
し
を
人
々
駆
付
け
消
止
め
た
よ
少
。

9 

鎌
倉
警
察
用
者
東
側
壁
及
梁
端
に
鎚
裂
生
ず
。

10 

鎌
倉
一
ノ
鳥
居
間
ヅ
辻
に
小
亀
裂
生
ず
。

11 

稲
村
ケ
崎
先
端
崩
壊
し
、
砂
姻
高
く
騰
b
し
を
葉
山
海
水
溶
客
望
見
せ
し
と
云
ふ
。

12 

片
瀬
龍
寺
門
前
の
石
造
五
霊
塔
の
輪
顕
及
頂
重
北
一

O
皮
西
に
落
ち
た

b
同
寺
総
門
も
同
方
向
に
移
動
せ
し
と
一
五
ム

13 
3 
る龍
/ヘ，
壁人
は円

遊専
臨'問

客捜
空通
;Z等
裁 A-t-道
??路
三は
-1-縦

J2横
，- ~ζ 

二議
ふ琴
ィー←」
h じ

会塁。去
.r.!i芝、

什 R

来
け

屋
アミ

等る
A の
笠樫:
1旦 Fふ

労話
27 側
、、を

主
来 L

言L
lまえ
1. '/口

事 4
な ι

金
b 告げ

‘、../ JlIJ 

捺
b 
洛

14 

江
の
島
は
被
害
な
し
，
海
洋
博
覧
令
建
物
も
異
常
な
し
。

15 

茅
・
ヶ
崎
〈
南
湖
院
測
候
部
員
談
)
地
鳴
な
し
。
プ

1
Y
の
水
は
北
々
等
に
多
く
流
れ
出
で
(
一
半
素
北
東
隅
低
-qt
匁
か
同

方
向
に
海
出
す
)
金
魚
を
飼
養
し
あ
る
大
窪
の
水
も
北
々
来
に
盗
れ
金
魚
も
同
方
向
に
飛
出
し
居
れ
ら
'
。

五



:ri. 
iJ且

百
葉
箱
内
の
蒸
溜
水
.
を
入
れ
置
き
た
る
長
椅
関
形
の
察
瓶
は
北
向
き
に
倒
れ
居
れ
hF
病
院
内
民
は
‘
被
害
な
し
。

茅
ゲ
崎
放
一
一
首
部
補
駐
在
所
(
警
部
補
談
)
今
次
の
地
震
は
上
下
動
著
し
か
ら
ま
b
し
も
水
平
動
は
大
正
十
三
年
の
も
の
.
伐

に
戚
じ
た

b
只
々
震
動
時
間
は
短
か
、

b
し
と
振
動
方
向
は
略
北
二

O
皮
西
へ
、
地
鳴
な
し
。
駐
在
所
脇
東
海
道
に
多

少
亀
裂
あ
る
外
異
常
な
じ
。

16 17 18 

海
老
名
村
河
厚
口
(
相
模
鍛
造
鐸
長
談
)
茅
ケ
崎
よ
ι
リ
出
勤
の
命
中
第
一
カ

1
プ
に
氷
川
P
9
し
時
地
震
あ

b
南
東
方
よ

b

19 

汲
動
を
受
け
た
る
援
に
戚
じ
た

b
。

同
(
同
助
役
飯
尾
氏
談
)
殺
震
営
時
に
は
鵠
沼
病
院
に
居
h
ー
し
が
江
ノ
島
方
面
よ

b
ゴ
ー
と
一
一
一
一
口
ふ
一
音
響
問
え
た

b
o

20 

問
問
問
時
待
A
口
室
の
南
方
u
A
東
方
の
壁
に
小
亀
裂
あ

b
。

厚
木
町
相
模
川
銭
橋
脇
料
到
底
魚
専
の
食
卓
上
の
番
競
札
南
四
五
度
西
に
倒
る

21 ，22 

厚
木
警
察
署
長
官
合
紋
況
南
一
七
度
西
向
き
に
建
て
あ
る
署
長
官
合
の
被
害
獄
況
は
左
国
の
如
く
玄
関
入
口
及
び
敷

ム
日
鴨
居
の
壁
A
は
全
部
北
側
に
剥
落
し
座
敷
南
側
の
壁
B
は
鴨
居
及
支
柱
と
に
沿
ふ
亀
裂

、
件
対D 

を
生
じ
東
側
の
壁
C
は
殆
ん
ど
中
央
部
に
約
一

O
度
の
傾
注
に
て
裂
線
一
筒
を
生
じ
E
な

る
片
開

3
襖
戸
は
蝶
番
上
下
共
離
脱
し
其
西
枠
の
取
手
爪
は
ず
れ
ゴ

b
し
震
か
戸
は
蝶
番

の
方
南
方
に
は
み
出
し
た
ι
夕
、
叉
座
敷
南
東
隅
の
・
書
棚
上
の
飾
物
は
矢
印
の
如
く
顕
溶
せ

し
も
憐
室
に
掛
け
あ
b
し
柱
時
計
は
北
に
傾
主
て
止
b
た
hJ
。
(
第
三
国
参
照
)



:24 

撃
井
の
水
色
特
使
ず
(
厚
木
中
津
間
違
轄
手
談
)
地
震
直
後
盤
井
の
噴
水
白
濁
し
た

b
。

愛
用
郡
内
の
地
割
(
厚
木
警
察
署
調
)
妻
田
村
巡
盗
駐
在
所
前
の
道
路
に
盤
の
隙
間
程
巾
さ
の
亀
裂
生
ぜ
少
c

愛
川
村
細
野
及
田
代
の
牒
道
に
崩
壊
各
一
ケ
所
あ
b
。

23 
百
米
に
営
る
。

高
山
会
村
小
津
よ
ち
梅
山
伴
に
至
る
般
道
に
崖
崩
れ
一
ケ
所
あ
b
.
相
模
川
河
身
隆
起
せ
じ
箇
所
よ
A

リ
陥
商
三
五
皮
西
八

2;') 

‘、1
 

.，
 

:一

j皐， ， 

26 

相
模
川
河
身
隆
起
。
高
峯
村
小
路
よ

b
田
各
村
久
所
に
至
る
腕
道
に
で
相
模
川

に
架
せ
る
鍛
橋
上
流
約
百
米
の
仮
橋
直
下
よ

b
約
二
百
米
に
一
日
一
h
ノ
久
所
寄
流
路
の

中
央
よ
A

リ
稿
々
中
洲
に
近

3
所
巾
約
一
米
隆
起
せ
し
様
認
め
ら
れ
新
聞
紙
の
停
ム

る
如
く
地
震
直
後
河
水
調
濁
せ
し
と
云
ム
(
第
四
闘
参
照
)

27 

同
上
河
岸
震
動
妖
沼

川
の
沿
岸
に
て
鮎
釣
b
な
じ
居
λ

ソ
し
人
の
談
に
よ
れ
ば

地
震
の
際
河
心
の
方
に
ズ

Y
/
¥
す
べ

b
し
故
数
次
後
退
せ
し
も
な
か
/
¥
広
ま

ら
ゴ

b
し
故
薄
気
味
悪
し
く
な

b
遁
げ
鴎

b
し
と
一
五
ふ
(
久
所
自
動
車
殺
着
所
員

談
)

28 

田
名
村
久
所
地
震
の
模
様

震
動
は
仲
々
大
主
く
大
正
十
三
年
の
者
と
略
、
ほ
同

程
度
位
に
戚
ぜ
し
も
震
動
時
間
は
短
か

A
b
lレ
故
損
害
な
か

b
し
寄
ら
ん
左
思
は
る
後
震
直
前
に
路
、
段
南
問
。
度
西
よ

五
五



五
六

b
ド
ド
ド

1
ン
云
ふ
地
鳴
あ
宮
、
た

b
地
内
に
て
は
地
割
れ
及
家
尾
の
損
害
は
な

3
様
な
か
。

29 

相
模
川
河
身
の
亀
裂

厚
木
町
と
河
原
口
問
の
阿
川
の
河
身
に
て
小
児
等
の
水
泳
せ
る
場
所
に
川
岸
に
沿
ふ
長
大
な

る
亀
裂
生
じ
水
泳
に
危
険
を
戚
ず
る
に
至
れ
h
/
(
牒
輩
業
試
験
場
長
一
服
田
技
師
談
)

30 

長
後
の
被
害
扶
況
ハ
巡
査
駐
在
所
巡
査
談
)
後
震
と
同
時
に
地
鳴
ゴ
ー
を
聞
く
駐
在
所
に
は
別
に
被
害
な
き
も
紳
淵
落

下
せ

b
と
云
ふ
(
紳
柵
は
多
分
前
向

3
に
つ

b
あ
λ

リ
し
な
る
べ
し
〉
長
後
に
は
別
に
家
屋
の
被
害
は
な
か

b
し
も
境
川

に
架
け
あ
る
橋
の
下
方
の
堤
に
亀
裂
生
ぜ

b
。

31 

亀
井
野
附
近
(
駐
在
所
巡
査
談
)
土
塁
よ

b
家
尾
の
づ
れ
し
家
二
三
軒
あ

b
し
と
云
ふ
。

六
合
村

32 

戸
塚
附
近
(
戸
塚
警
察
署
に
て
の
調
)
入
口
の
壁
亀
裂
す
方
向
南
二

O
度
西
官
合
の
壁
な

b
し
録
会
部
崩
落
す
。

字
矢
部
の
鍛
道
路
切
よ

b
来
二
丁
程
の
所
に
て
闘
道
側
溝
の
敷
石
持
ち
上
λ

ソ
た
る
所
あ

b
o

33 

豊
田
村
地
内
鍛
道
線
路
の
被
害
(
同
上
)
東
京
貼
四
四
粁
八
の
所
に
て
軌
道
曲
る
同
上
四
二
粁
五
の
所
代
汽
車
止
る
。

34 

積
涜
騨
地
下
道
の
南
北
耐
側
(
南
凶

O
度
西
!
北
四

O
度
来
)
の
タ
イ
Y

巾
吉
三
尺
耗
剥
溶
す
。

35 

神
奈
川
区
千
若
町
二
丁
目
地
先
横
涜
港
第
二
期
僚
張
計
主
と
し
て
内
務
省
土
木
出
張
所
に
於
て
新
埋
立
せ
る
防
波
堤

に
北
一

O
度
末
に
走
る
多
数
の
亀
裂
生
じ
濁
水
の
噴
出
口
は
波
紋
を
な
し
波
紋
面
の
深

8
約
一
米
波
長
約
五
米
程
な
b

36 

千
若
町
二
丁
目
の
横
演
市
港
湾
加
工
替
所
セ
メ
シ
ト
倉
庫
は
格
納
せ
る
セ
メ
ン
ト
約
二
三
五
抵
の
震
に
中
央
部
陥
設

す。



37 

一
本
松
小
島
ナ
校
南
東
寄
の
校
合
の
壁
所
々
破
損
し
中
央
部
最
も
甚
、
だ
し
く
校
合
は
縮
小
川
来
方
に
傾
き
た

9
0

其
他
市
内
に
於
℃
壁
の
貌
裂
せ
る
も
の
ジ
ョ
ー
ク
イ
ン
ド
精
子
の
破
損
瓶
類
の
破
損
に
よ
る
損
害
等
多
数
な

b
。

地

震

に

関

ナ

る

件

報

告

横

演

測

候

所

報

告

奔
啓
今
岡
三
浦
郡
水
田
皐
魁
並
に
・
官
官
虫
被
等
調
査
・
引
背
中
衣
笠
村
大
字
阿
部
会
及
田
浦
の
各
項
備
考
捌
仰
に
左
記
の
如
く
去
る

七
月
廿
七
日
地
震
に
閲
す
る
要
注
意
事
項
記
載
之
れ
有
b
伎
に
什
不
取
敢
御
報
告
申
置
さ
遁
℃
精
査
の
上
改
め
て
御
報
告

申
す
可
く
候
也

記

1 

衣
笠
村
大
字
阿
部
倉

〈
皐
魁
の
た
め
)
亀
裂
甚
し
関
取
種
多
く
容
従
て
大
、
高
所
と
雌
も
出
水
あ
A
Y
漣
・
年
良
か

b
し
も
七
月
廿
七
日
の
地
震
よ

hJ
減
水
す
。

2 

田
浦
町
大
字
長
浦

七
月
廿
七
日
の
地
震
よ

b
出
水
多
く
虫
害
事
仏
く
線
田
各
戸
田
故
良
作
な

b
。

五
七


